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 要  旨 
 本研究は，設計の上流過程である概念設計に着目し，設計者が設計の本質であるアイデアの導
出や，試行錯誤による設計案の検討に専念できるように設計作業の効率を向上させることを目的
とした設計支援システムの開発を目的とする．概念設計は目的の機能を実現するために必要な機
構の組み合わせ案である代替概念を作成するプロセスであり，代替概念の善し悪しが製品の良し
悪しに大きく影響を及ぼす非常に重要な設計プロセスである． 
 概念設計では，仕様から決定された製品に必要な機能を全体機能として，全体機能を複数の下
位機能の組み合わせに分解し，この繰り返しにより機能を実現する原理である設計解原理によっ
て達成できるレベルにまで単純化する．これにより，全体機能を実現する機能構造を構築し，そ
れぞれの下位機能について設計解原理を探索し，選択していくことで全体機能を実現する設計解
原理の組み合わせ案である代替概念を作成する．設計者は機能構造の再構築や設計解原理の変更
により複数の代替概念を作成し，評価，検討により要求に最も適した代替概念を決定する． 
 本研究では，概念設計における階層的な機能構造の構築から設計解原理の選択による代替概念
の作成，代替概念の評価を支援するシステムとして，知識ネットワークシステムを基本とした設
計支援システムを開発する．本システムでは，機能構造の構築から代替概念の決定までを通して
行い，なおかつ知識の追加や入れ替えによる代替概念の検討を行うために，機能と設計解原理に
関する設計知識の統一的記述形式で表現した．そして，設計知識同士による階層構造を表現し，
そのネットワークにより代替概念を表現する階層化知識ネットワークシステムを構築した．さら
に，設計者は試行錯誤により代替概念を作成，検討を行うため，知識の追加や入れ替えによる環
境の変化に対しても柔軟に対応でき，ネットワークの自動探索を可能にするための技術として，
エージェント技術を導入する．また，代替概念の評価に入力変数を設計者の設計意図を重みとし
て乗せた集合として扱うことが可能なセットベース設計手法を組み込むことにより，概念設計に
おける曖昧な情報に対応し，設計者の意図を反映させた出力を得ることができる．また，設計者
の要求を満たすことが保障された入力集合を得ることができる．しかし実際に設計を行う場合，
設計者は設計値をポイント値として決定しなければならない．そこで，算出された性能集合中の
ポイント値を達成する入力変数のポイント値を探索する手法について提案，実装を行った． 
 
 
